














の求人数をみると、平成 25 年度は卒業学生数 49 名
に対し 105 件（求人倍率 2.14 倍）、平成 26 年度は
卒業学生数 76 名に対し 101 件（求人倍率 1.33 倍）、
平成 27 年度は 10 月末時点で卒業予定学生数 42 名













































Support and challengers for finding employment and the entrance into a school of higher grade 
in department for training of certified care workers in Matsumoto Junior College
― Mainly on a conference for finding employment ―
２）就職相談会についてのアンケート調査











　平成 27 年 11 月 2 日、約 1か月の介護実習に入る





























































表 1 平成 27年度介護福祉学科の進路支援 























































表 1 平成 27年度介護福祉学科の進路支援 



















































表 2 就職相談会の概要 
開催日時 平成 27 年 8 月 8日（土）13：00～15：00 
会 場 学生食堂 
参加事業所 18 社（42 名） 
参加学生 
介護福祉学科 2年生 30 名 


















それぞれ上昇した。また、平成 27 年 12 月 11 日時





ンケート回収結果は、参加学生 34 名に対して 26 名






26 名中 11 名（42.3％）であった（図 2）。
　就職相談会には、介護福祉学科 2 年生から 34 名
の参加があり、夏休み中から積極的に就職活動をす
る姿が見られた。さらに、就職相談会参加者の中
から 9 月、10 月に就職試験を受けた者が集中した。
その結果、平成 27 年度 11 月 13 日時点での介護福
祉学科の就職内定率は 68.6%（昨年度同時期 38.2%）
となり、前年度同時期と比較して 30.4％ポイント、







は、「2か所」が最も多く 26 名中 13 名（50.0％）、「3
か所」が 26 名中 10 名（38.5％）、「1 か所」が 26
名中 3名（11.5％）であった（図 3）。（3）学生が回った事業所数
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　平成 27 年 11 月 2 日の 1時間目の授業に参加した







方、本学看護学科等への進学希望者は 36 名中 5 名
（13.9％）であった（図 6）。
　「聞きたかった内容の質問はできましたか」につ
いては、「十分にできた」が 26 名中 19 名（73.1％）、







ては、2 年次に行われた「就職相談会」（平成 27 年
8 月 8 日）の時が最も多く 36 名中 9 名（25.0％）
であった。次いで多かったのは、やはり 2 年次に
行われた「個別援助技術実習」（平成 27 年 6 月 1
（3）具体的な進路を選んだ理由
　具体的な進路を選んだ理由では、「就職相談会へ
の参加」が 36 名中 15 名（41.7％）で最も多かった。
以下、「通勤（通学）に適した距離」が 36 名中 13



























も多かった回答は「就職相談会」の 36 名中 20 名
（55.6％）であった。次いで多かったのは「面接指導」
の 36 名中 19 名（52.8％）となった。以下、「小論文・
課題作文指導」「就職活動マナー指導」がともに 36
名中 15 名（41.7％）、「履歴書作成指導」が 36 名


































































協力しなかった 8 名が 2 か所回ったとして計算し
てみると、実際には延べ 75 名ほどになり、今回参

































































　　27 年 7 月１日
る進路支援の内容」からうかがうことができる。最
も多かった回答は、やはり「就職相談会」であった
が、次いで多かったのは「面接指導」以下、「小論
文・課題作文指導」「就職活動マナー指導」が並び、
「履歴書作成指導」と続いた。就職相談会を除いた
これらの項目については、これまでも学生の希望に
応じて、学生部やチューターの担当教員等が個人的
に支援してきたことであったが、一方では、ほとん
どそれらの支援を受けずに就職試験を受けた学生も
いた。そして実際に就職試験を受けた後に、それら
の指導を受ける必要性について身をもって感じるこ
とが多かったのではないかと推察される。
　したがって、「面接指導」「小論文・課題作文指導」
「就職活動マナー指導」「履歴書作成指導」等につい
て、それらを必要とする学生が必ず受けられる体制
整備とその中身の充実に向けて、今後早急に検討し
対応していくことが、課題としてあげられる。
　2 つ目としては、進路支援の年間計画を明確にし
て関係者間で共有することである。誰が、どの時期
に、どのような内容で支援するのかを学生や教員、
学生部があらかじめ知っておくことで、それぞれの
支援内容につながりができて、より有効で強力な支
援が行えるようになる。
　例えば、今年度は、卒業生による「職場別相談セ
ミナー」の開催に向けて事前に介護福祉学科 2年生
に行ったアンケート調査の結果から、学生が職場に
ついてどのようなことを知りたいと思っているのか
を抽出し、「学生が聞きたい内容」としてまとめ、
あらかじめ就職相談会に参加した事業所に示すこと
ができた。このようなつながりを随所で大切にしな
がら、支援体制を整えていくことが今後も必要と思
われる。
６．おわりに
　学内で就職相談会を開催することは、昨年度末に
学生部長からの提案を受けて始まったことである。
そして、今年度、介護福祉学科・学生部・学校の連
携により滞りなく開催することができた。さらに、
就職相談会がきっかけとなり、今年度の 2年生全体
の就職に対する意識が高められ、結果として早い時
期から進路の決定や就職内定率の上昇につながった
ことはたいへん喜ばしいことである。
　今後も本研究で得られたことを基に、さらに学生
の進路支援の充実を図っていきたい。
　最後に、本研究にご協力いただきました学生の皆
様、関係者の皆様に深く感謝申し上げます。
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